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　日本人がマレーシアで長年暮らしていたとしてもポ
ンドックという施設に立ち入ることは稀であろう。ポ
ンドックというのはイスラームについて学ぶ施設であ
るが、学校というよりも、老若男女のムスリム（イス
ラーム教徒）が、多くは住み込みで、期間もバラバラ
で、ともに生活しながら学ぶ共同体である。学ぶ者は
ポンドックの主催者であるトッ・グルと呼ばれるイス
ラム学者に弟子入りすることになる。
　マレー半島ではポンドックは20世紀前半に最盛期
を迎え、特にクランタン、トレンガヌ、クダーなどに
数多く見られたが、その後、政府による近代学校制度
の整備などにより、現在では伝統的なポンドックはほ
とんど姿を消した。マレーシアの野党の一角を占める
マレーシア・イスラーム党（ＰＡＳ）の党組織は、創
立以来ポンドックのトッ・グルたちやその後裔のイス
ラーム学者たち（ウラマー）によって担われてきた。
　マレーシアの政権を担当し続けてきた統一マレー人
国民組織（ＵＭＮＯ）は、さまざまなマレー人団体の
連合体として1946年に設立された。ＵＭＮＯは当初ポ
ンドックやウラマーも組織に取り込もうとしたが決裂
し、56年の総選挙に際してＰＡＳは独自の政党として
政党登録した。以後、マレー人の全体的な支持を得る
ことで安定した政権を確立したいＵＭＮＯにとってＰ
ＡＳは最大の障害であり続けてきた。一方でＰＡＳは
党組織を拡大し続け、現在では党員100万人と称し、
マレーシアの政党でも最大の動員力を有する。
　ポンドックのトッ・グルたちは政治に参入する目標
として、「イスラームの教義（シャリーア）に基づいた
イスラム国家」ということを主張し続けてきたが、そ
の具体像はあいまいであり、国政レベルの政策、例え
ば経済政策や非ムスリムへの対応についても関心が薄
かった。そのためＰＡＳではウラマーは、いわば党の
オーナーのような意識を持ちつつも、高等教育を受け
た専門知識を持つ人材を迎え入れて選挙の候補者とし
て擁立するということが当初から見られた。特に70年
代にアンワル・イブラヒム（後の副首相）らのイスラ
ーム系学生運動が活発化すると、その経験者を数多く
迎え入れた。
　2015年６月に開催されたＰＡＳの年次党大会では、
野党連合である人民連盟を構成する３党の中の民主行

動党（ＤＡＰ）との連合を断つ、という決議が党内外
で物議を醸した。党大会で選出された新指導部はほと
んどがウラマーであった。これまで野党連合を支持し
てきたのはイスラーム系学生運動出身者が多くアンワ
ル元副首相の支持者が多いが、新指導部では選出され
なかった。ウラマーの一部は党大会前から野党連合か
らの離脱を画策しており、その一環としてハッド刑（シ
ャリーアで量刑を定められた刑法、複数形はフドゥー
ド）の施行のための法案を下院に提出した。
　窃盗犯の手首切断や婚外性交渉を行った既婚者への
石打による処刑で知られるハッドは、サウディアラビ
アやイラン、ターリバーン、近年ではイラクとシリア
でイスラーム国を名乗って活動する勢力が施行してい
ることに見られるように、世界中のイスラーム運動が
共通して掲げる政策である。ＰＡＳもまたハッド刑の
施行を従来から主張し続けてきたが、最近改めて法案
として提出したのは、ＤＡＰとの決裂を促すための政
争の一手段という側面があったであろう。
　ウラマーの中でも、長年ＰＡＳの最高指導者を務め
クランタン州の首席大臣でもあったニック・アブドゥ
ル・アジズ・ニクマは、野党連合による政権奪取を通
してイスラム国家を実現するという路線を優先してい
たが、15年初めに死去した。その後、ＰＡＳ総裁のア
ブドゥル・ハディ・アワンらによるＤＡＰとの決裂を
促す画策が活発化した。ウラマーの多くは、野党連合
よりもＵＭＮＯとの協力の方にハッド刑施行を含むイ
スラム国家実現の可能性が高いと考えているとみられ
る。党大会後、野党連合の解体、ＰＡＳ党内の分裂と
いった新展開が起きると見られたが、いずれも実際は
未確定であり、今後もしばらくはＰＡＳ党内や野党間
での画策が繰り広げられると見られる。
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